
古英語の本文批評とBeowulf (15) 

網 代 敦

本『論叢』 のNo. 43 (2012)からNo. 48 (2017)において、 Dietrich

(1859)からNeidorf(2016)までの「古英語の本文批評の変遷」を検

討し、 続いてNo. 48 (2017)からNo. 50 (2019)においては、 Nickel

(1972)からNeidorf(2017)までの近年に特化した 「Beowulfの本文批

評の変遷」を辿ってみた。 今号ではこれらを統合して年代順に配列

し、 各主張者の姿勢の主要点を改めて簡略にまとめ直した。 その後

で、 本文批評の各主張 の拠り所や背景的要素は何か な どを考えてみた

い。 これまでの『論叢』では取り入れられ なかった論文も新たに数点

追加したものがある。 本文校訂における保守主義者は(C)、 本文に

積極的に介入する姿勢を是とする者は(I)、 特にどちらかに傾倒する

訳ではなく中立的 な姿勢を示すものは（一）で示してある。 ハイライ

ト部分はBeowulfのみの本文批評に関するもの、 アステリスクを付し

ゴチックで示した欄は、 本文批評の新しい展開の切掛になると思われ

るトピックを示す。

4「古英語作品の本文批評に関する諸議論の展開」 321 と「1932年以降

のBeowulfの本文批評変遷」

321 この項目における以下の記述は、網代敦『古英語作品の本文研究をたどっ
て古英詩Andreasの写本・刊本・日本語散文訳』（平成25年度人文科学研究
所報告書、 大東文化大学人文科学研究所， 2014, pp. 11�23)で取りまとめた
内容も加味しながら、 全体を簡略にまとめ直したものである。 追加した論文
も数点ある。
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*1830
B. Thorpe 

／
／ 

V ィングランドにおけるThe New Philologyの始まりJ.M.Kemble 

I 
古英語の本文批評史の草分け。 写本本文を救うこ

1859 D1etnch C と (zu retten)、 不当に奪われた本文を元に戻すこと
(zuri.ickzustellen)の必要性を説く。

I 
「未熟な推 測(premature conJecture)」や「全くの当

1910 Tupper C て推量(arrant guesswork)」に署鐘。 写字生を信頼。
Cynewulf作品に大胆な修正を施したTrautmann(1907) 
を批判。

*1931 
Krapp 

／ ／ 
古英詩の標準テクストを目指したASPR (1931-53)の

(&Dobbie) テクスト刊行始まる。

I 
写本本文尊重派の代表。 修正は韻律のみの親点からな

1932 Hoops C されるべきではないと主張。 推測による修正は控える
べきとする。 Trautmann(1907)を批判。(Kommentar
zum BeO}Vll/

f
＆Beowu恥tudien)

* 1933 Kuhn ／ ／ 
Kuhnの法則。 「 古ゲルマン語における語順と語強勢
の関連」

I 
Junius MS.に的を絞り 、 古英詩は本文修正をせずに校

1938 Hulbert C 訂本を出版することを主張。 応app(1931)は不必要
な修正や変更がある。 Blackburn(1907)の保守的校
訂を評価。

I 
同一作品に対する二写本間で本文異同がある場合があ
る。 写字生は忠実な本文転写を期待されてはいなかっ

1946 S1sam I たと断定。 古英詩の写本はオリジナルを正確に写し出
した完全無欠なものではなかった。 本文介入に正当性
を見る。

I 
写字生は韻律構成への関心が希薄。 写本本文を作者の

1948 Andrew I 意図したものに復元することが校訂者の第一の役割で
ある。

I 
ASPR (1931-3)に見られるような本文の標準化を批

1959 Brook C 判。 後期古英語テクストにおける語形の標準化は、 中
英語に向かっての漸次的音変化の過程を投い隠してし
まう。

1968 大場 C ／ 
Hoops (1932)の保守的姿勢を支持。 本文の主観的な
修正を排除し、 写本の実態を認重すべきである

1969 Kane ／ I 
推測による修正の正当性を主張。 校訂法の体系を確立
することの重要性を説く。

i/ 
HolthausenによるBeowul

f
第8版(1948)の改訂にお

1972 Nickel C ける編集作業を通し、 その問題点を概観している。 で
きる限り写本の読みを認重。

V 
本文批評の原理原則の構築を提案。 校合されるべき全
写本の調査の必要性を説く。 但し、 残された写本は唯

1973 Gneuss C ーのものが多いため、 写本通りに本文を再現するとい
う保守的姿勢を継続した方が良いとする。
A Plan for the Dictiona,y of Old English 




































